
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 中津川市立蛭川小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２５日（土）～１２月６日（土） 

 

実 施 概 要 

①ひるかわ音楽祭（１０／２５） 

②地域作品展及び地域行事参加（ＭＡＩＫＡ祭１１／３） 

③ＰＴＡ資源回収（１１／８） 

④授業参観・教育講演会・学級懇談会（１２／６） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   レ産業   レその他 

 公開の方法 
  レ授業公開 レ成果発表 レ交流活動 レ講演会等 
 
  レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 約 ４００ 人  
計  約 ７００ 人 

地域関係者 約 ３００ 人 

 

実 施 状 況 

① ひるかわ音楽祭＝今年で１０回目を迎えた保小中合同の音楽祭である。

保育園は年長クラス、小中学校は全学年が合唱や合奏を披露し合った。

会場は蛭川の公民館「蛭子座」を借用し、歌舞伎にも使われるステージ

にひな壇を設営して開催した。 

② 地域文化祭（ＭＡＩＫＡ祭）に協力し、オープニングで４年生がソーラ

ン節を披露した他、全学年全児童及び保育園・中学校の園児や生徒の絵

画作品を体育館に展示し公開した。また、児童会役員・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾗﾌﾞﾒﾝﾊﾞ

ｰで社会福祉協議会「赤い羽根募金」に協力した。さらに、５年生が総

合的な学習の時間で取り組み収穫した餅米を、村の時代から交流のある

長崎県の上対馬にプレゼントをするセレモニーも実施した。 

③ 小中ＰＴＡ連合協議会主催の資源回収を、児童生徒・職員・保護者・地

域住民をあげて実施した。 

④ 授業参観では全学級「道徳」または「学活（命の教育）」を公開する。

講演会は、浅井彰子先生を招き、子育てにかかわる講演会を実施する

予定である。 

 

成果及び課題 

・音楽祭には、多数の保護者や地域関係者に参観していただいた。短い期

間で練習してきた成果に、多くの賞賛の声をいただいた。児童も満足感

や達成感を味わうことができた。第１０回を迎え、蛭川地域のなくては

ならない行事のひとつとなっている。 

・同様に、保小中の全園児・児童生徒の作品展示や地域行事参加について

も、学校の教育活動がよく分かるという評価をいただいている。 

・昨年度の学校評価を受け、「命の教育」を中心とした授業公開を計画す

ることができた。 

・９月の運動会以降、音楽祭の歌に早めから取り組んだり、絵画作品を１

学期から見通しをもって創り上げたりするなどの対応が必要である。 

 


